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ĉ
f
t
l
i
'
:

c
hn>
r Me

i
s
t
e
r

w
d
* 

2.2. 

SK>2
3I-

W
3

VO.

:
:
.
.

 
...

. 

.

 

.

.

.

.

.

.

.
: 

-

. 

'パ
へ

'..
 

.

. 

■
'

 ■

 

. 

■
■
■

-
.
-
-

.
ノ 

.

.

.
 

: 

.

.

.

.

.

. 

.

.■..
,
.

 

. .

.

.

.

■•
'■

锒一ー十
1

§

2
0:

九
九〕

ブ
ル
ウ
ド
シ
迖
マ
か
ク
ス 

辩
八
號 

S



S

I
屮

三

卷(
j

一
 

〇
Q)

ブ
ル
ゥ
ド
ン

w

マ

ル

方

ス

^
.
i 

S
7
V

‘
以
上
の
ゃ
ぅ
な
撒
本
思
猶
か
ら
ノ
ル
ゥ
ド
ィ
供
人

)

類
の
；個

_

の
經

»

發
燦
階

_

れ

を

十
^

分

つ

て

ゐ

る

。

.

.

:

! !
_

_

_

_

_

賺

k

尨&

ィ

岸

; «
せ
ふ

;n
^

-:
z
れ
が
第
み
階
駿
次

„

タ
勞

•は
.、生

^

^
そ

續

；加

し

、て
、生
產
：
 

物
:？
:

s

:-
k

-u
®

«
を

征

服

；し

た

。：i

n

,^
一、

%

敗
、分
勞

^

そ
'の
ま
_

尊

礙

作

^.
こ

ギ

^
:
ょ 

C
\

ヤ
、肩
分
の
目
的
を
杏
淀
ん
た
。

そ

竑

勞

:«
を
：機
播
助

.扣
オ
る

：
^

^
名
和
、樹

*

所
有
耆
の
：み 

の
.宄
ぁ

^

勤
め
石
名

ふ
、

农
^
彼
等

«

自
_

の
.
狀

、
藤

か

ら

、
麵

物

的

隸

：
腐

|$
'
:
，

發
達 
y

、
7

^

、勞
:«

は
墟
.
'化
.
も
5

 :'v 

.

.

.
 ̂

.
^
.
.
.
.
-
, 

へ
一

:.I

ot
^

段
^

あ

い
■て
、之

の
»

贫
.
物

は

機
«

^

ネ
^

^

此

揚
»

^

.*

炎
,.
.

?
榍
槭
は
.勞
傭
者
の 

疲

勞

を

減
;1
:

た
。
：：勞
働
：■の

機

械

的

部

分

を

除

去

す

各

ギ

同

卿

代

、生
#

費
0.
,
低
減
^

‘
.ょ
つ
て

、

：
！
-
. 

般

幸

鑛

,0

媒
#

者
;2

る
役
&

勸
め
拎
.が
^

れ
.
ガ
同
び

：
t
 

.
そ
の
對
立

.
者
を
：持

ぅ

rc
ゐ
る
> 

機
^
 

は
勞
働
者

.

.の
勞
働
を
停
业
七
、そ
め
生

.
雄
行
動
を
制
限
：す
る
ど

.
：
、

4
 

K資
本
を
祭
働
者
の
制

.服

.

:.第
：：

I

s

:

段
：.

ド
今

餅
は
、勞
：働
：者
を
鄭
澉
し
巧
觸
海
や
カ
衣
ら
ま
め
へ
士
^

' 
■

 

資

'
本

家

：
猶
 

0 

競

.

€

^

ょ

：

0
:

て

，
*

本

0
- 

 ̂

^
 

#
 0
 ̂

L
 

^
 

^
 

o 

- 

M 

新
は
‘
#

然
的
h

A

間
勞
：働
力
：の
.
翁
.全
な
％

«

_

を

翁

ら

文「

豪

_

競
'
乘

-«
_

者
の
.

*

_
 

考
の
；朝

»

$

身
.
|.
&

す
;-

°

勢
:«

者
嫁
そ
の
ー
食

^

奪
展
れ
^

摩

物

の

；
«

格

：.：

の
：：

高

低
^

な

ぐ

、
そ̂

無

联

序
‘涂

る

；
變

難

は

樣
^

辆

占

れ
^

&

し
‘

る
。
'

f

e
四
：階

段
^

斧
ぃ
て
獨
占
が

0
¥
.
 ̂

0

 ̂
^
0 
A
 

Q

:

«
利
；}?
響
す
る

1H
#

な
. 

る
防
：衛
者
で
あ
：

4

.

1憂

は

、
個

，
人

の

：
劇

 

の
：
傭#

^

財
：
®

w

 

§

t
 

る

紅

會0
一
報.償

で
：
：
f

 

れ

每

く 

f

な

ぃ

發

吸

家

は
:4

し

彼
R

獨

占*

か

許
S

れ

.2
:

い

な

ふ

ば

、
恐
>
b 
く
^

の

發
M

を

そ

のM

©;

中
：
.
：
.
.
'
. 

te

ヘ

揭

ち

去

る

、
で

.
あ
ら
：今

.
然
る』

.

«
占

系
«

た
|

の
.，
腐

戚̂
^

を
«

下
.
せ

ム

；®

る
：
。..そ
は
、务
：@

_

略

：
食

翁

s

i

i

 

物
奪
社
貴
の
へ
た
：.

め
に
、全

辕
@

:

富
：ミ
の
，關
#

枝
.
_
辦 

評
價
：す
る
。

價
値
決
：定
も
、斧

の
«1
:

#

的

性

^
表

失

タ

笫
ニ
：十

三

卷

(

—-.-
l
o
r
)

ブ
ル
ウ
ド
シ
5

/1
<
ク
ス 

a

-



第
一1
十

三

難

(
一

1

0

0

プ
ル
タ
ドV

e

マ
ル
ク
ス 

锻
八
蛾

ド

ょ
0

七

、な
幸
れ
：名
？
、
-'
:

;

一
，
”

...

• .. 

. 

.

. • 

.

. 

• 

• 

. 

• 

• 

..

第

五

階

段

代
^

S
:

七
ば
‘
®

家
が
中
，：心
、̂
;
現
.は
^

る
？

て

を

奪
a

f

れ

た

の
^
.、國
家
.ば

價

鎭
0

構

择
^

^

て
、新
：
$

國
象
ば
.觸
*

者
'
は
_

占
を
‘許
：し

て

镫

ゃ
0

で
あ
$

が
#

#

;

:

_救

福

：の
：技
 

を
«

課
す
る
。
國

.
家
.は
；.土
地
所
有
者
、エ
業
家
か

^

、ぞ

0.
.
所
；
^

占

に

課

视

す

：る
汔
終
^

關
税
を
制
定
し
て
、勞
働
考

#

询
上
を

•

>

、
獨

？
占

：
の

V

M
作
B

る
た
め

it

一
 

般
的
施
設

5:
^

す

。

を

の

所

，要
0

»

用

は
81
^

に
ょ
.
つ
^

.獨

.
占

者
?:

し

て

支
»

は
し
め
.る
の
で
あ
る
。

か

ぐ

の

如

を

國

家

：の勞
：：

働
者
^

*

M-
fc
..
t

§

ff
i

ff
i
^
^
 ̂

の 

矛
盾
を
包
含
し
て
、ブ

#

レ
タ
リ
ャ
の
不
利
益
せ
衣
る
。
柯

？

«:

れ
ば
猶

.占

者

は

賦

：
課

：
せ

.
ら

れ
 

た
祖
稅
は
苒
び
勞
働
者
に

.轉
嫁
.
せ
ら
る

-

、
か

ら
で
あ
る
。

«

產
#:
^

»

例
す
る

©

*

は
、小

^
 

の
如
產
所
有

.者

.
を
»

迫
す
る
。

平

等

の

原

則

化

ょ

つ

^
 

K
 

等
を
助
長
す
る

■
°
巢
進
财
產
稅
の
場
合

^

は
、資
：本
家
‘は

勞

-«

者
ょ
令
も
比
較
：的

多

额
^

文
#

ふ
の
.
で
あ
る
が
、經
魯
資
本
代
課
せ

ら

る

、

場
合
ば
、資
本
：家
；は
：も
取
を
'
生

產

錄
;̂

組
み
.
入
れ
、
^

^

淹

物
^

被
せ
ら
，
$
屬
合

k

:-
I
J、在
產
物
，

-0
«

賣
«

:t.
--
s

:̂l
^

上
げ

^

之
w

k

ょ
つ
て
、こ
れ
を

诈
费
'者
fe

轉
嫁
し
得
る
。
資
本
家
の
負
擒
す
る
場

^

&

は

、
生

「

_

の

：
減

；
少

：
ル

^

戈

勞

學

機
#

を

減

少

す

る

。

' 

-
, 

一

第

六

階

段

。

國
.家

內

部

化‘

け

る

變

察

「

並

：̂
植

：
稅̂

‘ょ

：
る.
ブ

ロ

：
レ
：
タ

ッ

.ャ

向

上'
の
：
香

來

上

：

失
望
•
し
て
ff
l

#

は

そ

；
の.辦
證
法

.的
運
動

R

梦
:い
て
、そ
の
領
域
外

^

あ
い
て

#

證

.;
5
r
.獲

せ

ん

€■

し
た
。

外
國
貴
易

#

^

#

版
路
の
搬
張
：
^

,
ょ
0-

セ
、勞
働

.：は
偷
：要
せ

'
を

て

勞

释

は

#:
.
.
^

し
て
_

«

者
.は
そ
.
の
.攀
税

^

ょ
つ
て
：失
つ
た
？

I

を
填
充
：す

.：

る
：
i

 .が
：：：

出
來
る
：。
,

乍
併
、外
，

國

貴

.
易

は

直

ち

§り
の
相
楹
着
す
る

.學
說
、即
ち
絕
對

_

由

の(

學

.

.
說

せ

：

禁_:止
：

の

學

說

を

生

ぜ
 

し
め
た
。

絕
對

_

申

賀

筹

說

は

個

人

的

自

由

論

：
の

癌

然

的

結

*.
:

文

し
て
、分
潜
の
法
則
，を

適

用

し

た
k

過
.
ざ

な
s

:0

:で
あ： $

;

國
_

寶
き
は
、墙
お
、競
：螢

の

原

«

の 

擴

張

：k

外

な

ら

2
。

從
ら
セ
競
‘爭

に

俾

ポ

利

彝

を

件

ぷ

^
で

あ

释

る

ド

保

縫

關

税

味

內
 

,國
エ
業
に
優
.
先
權
，を

與

：ふ
る
た
ー
め
ヒ
個
人
ー
の
欲
鐵
奪
充
难
す
る
與
高
膚
寒
ぢ
^ ̂

费

高

の

私

權

：
の

絕

：
ぇ

ざ

る

«

齊
で
あ
る

。

^

S

M
 

^
 

^
 

^

 

0
M
t
p 

f
,
も
に
、消
费
を
：抑
虛
す
：る

‘。

そ
は
、外

：®)

:の
競
華
の
代

:̂

代
、内
雜

0
:競
：
^

應

.

自
由
質
易
は
、通
儅
及
び
突
逋
の
障

—

を
除
^
す
ネ
免
本
ド

第
二
十
三
卷

(

i

o

g

ブル：ゥ
r

x

5
ル
ク
ス

■

策
、，敬

31
;
.マ



0

$

$
 

- 

 ̂

0
A
M 

五
；
ニ

l

l

’

l

i

s

f、貨

疆

:

ベ

.

.

.
：
'
'

V

第
*

階

段

。。n

:

外
” 

_

«

易
：ド

ネ 

,

. 

段

食

代
$

5

"

て
は
ー
、興

び
,

rt
r

一、僭
K

_

#

v >

て
、
必f

藤

講

脅

交

I

易

の
#

證

養

^

ん 

i u

作

S
,

で
.

あ

る
' 0

取
貨
#

.

:

,は
，を

没
^

靡
^

を」

貨

赞
#

せ

ふ

辨

贫

や

；^

埔
*

:

袁
社
：：會
&

‘

冷
.

等

«

0

値
：勤

■

得
资
ん

.
炙
す
る
、
#

段
^

あ
る
.。け
然
誇
螃

#

_

塽
^

の：#

幣
%

特
：：1

ぉ
修
_

的
；柊
«
用

* 

.....

し
'

/2
も
.の

：：

で

あ

る

ザf

 V
、

生

產

者

：

.

は

，
务

の

生
*

物
®

貨
幣
併
免

^

の
：販
'
略
を
察

.

#
；̂
免
る
.

*
位
砍

0 

る
"0
1

か
.も

^
如
克
知
て
、儒
顆
は
.：

勞
：：

働

者

を

保

：
職

；

し
、
 

獨
占
奢
に
：*:
っ
.
'七
、勞
：働

者

括
»

用
甘
ら

^

.

1

器
：を
#
:
:働
者
冷
乘
由
每
零
ぐ

‘
の

で

：
あ

〔

る
、
ァ
、
僭
 

用

冬

素

：
0
M
K
矛

盾
#

灸

ニ
'

P

の
；
制

：
度

公

.
♦
の

南

ド

食

有

す

.
，そ

..
0

'
:辦
グ
は
.
1爲

赞

、
_

金 

銀
#

、抵
當
•貨
»

で
あ
：>

、そ
ゆ
第
ー
：1
味
_

通
：#

^

劍
?!

銀

鮮
#

び
：
-

轉
0

«

前
翁
は
、鐵

貨

0 .
:

增
：加
、̂

質
：*

:

造
：容
#

碑
る
俾
用
を
、後
者
鋒
今

#

^

反
：し

て

、*

:

*

P

«

止
；
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ギ

し

冗
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除
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す
，る
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ら
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後
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切
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k
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つ
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す
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す
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し
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財
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種
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；
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定
め
產
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業
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介
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戰
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れ
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を
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澗
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梢
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參
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の
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^
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得
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史
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築
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醒
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；
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る
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な
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が
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等
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